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国
際
連
合
の
Ａ
・
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総

長
は
昨
年
七
月
の
記
者
会
見
で
「
本
年
七

月
は
気
象
観
測
史
上
最
高
の
気
温
を
記
録

し
、
従
来
の
地
球
温
暖
時
代
は
終
了
し
て

地
球
沸
騰
時
代
が
到
来
し
た
」
と
発
表
し

た
。
事
務
総
長
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
首
相
の
経

験
も
あ
る
た
め
社
会
に
訴
求
す
る
表
現
は

さ
す
が
で
、
以
後
、「
地
球
沸
騰
」
は
環

境
問
題
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
世
界
に
浸

透
し
た
。
実
際
に
昨
春
か
ら
今
春
に
か
け

て
、
太
平
洋
赤
道
域
で
は
平
年
よ
り
海
面

水
温
が
高
温
に
な
る
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象

が
広
範
に
発
生
し
て
い
る
。

　
世
界
全
体
で
も
地
球
沸
騰
は
顕
著
で
あ

り
、
地
球
全
体
の
七
月
の
平
均
気
温
は

一
九
四
〇
年
か
ら
一
九
八
〇
年
ま
で
は

一
五・
七
度
前
後
で
安
定
し
て
い
た
が
、

〇・
五
度
の
上
昇
と
い
う
の
が
予
測
の
内

容
で
あ
る
。林

業
と
漁
業
に

襲
来
す
る
異
変

　
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
場
合
に
日

本
に
波
及
す
る
影
響
つ
い
て
、
以
下
の
よ

う
な
予
測
が
あ
る
。
日
本
は
国
土
面
積
の

七
割
が
森
林
と
い
う
世
界
有
数
の
森
林

国
家
で
あ
り
、
ブ
ナ
の
森
林
は
日
本
海

側
の
広
大
な
地
域
に
展
開
し
て
い
る
が
、

二
一
〇
〇
年
に
は
中
部
山
岳
地
帯
と
北
海

道
内
の
一
部
は
維
持
さ
れ
る
も
の
の
、
世

界
遺
産
の
白
神
山
地
を
は
じ
め
大
半
は
消

滅
す
る
。
リ
ン
ゴ
の
栽
培
は
本
州
全
体
と

北
海
道
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
二
〇
六
〇

年
に
は
本
州
北
部
の
高
地
と
北
海
道
だ
け

に
限
定
さ
れ
る
。

　
日
本
列
島
周
辺
の
海
域
に
も
地
球
沸
騰

は
影
響
し
て
お
り
、
一
九
〇
〇
年
か
ら
現

九
〇
年
代
に
は
一
六・
一
度
、
二
〇
〇
〇

年
代
に
は
一
六・
二
度
、
一
〇
年
代
に
は

一
六・
三
度
、
二
〇
年
代
に
は
一
六・
四

度
と
着
実
に
上
昇
し
、
昨
年
は
一
気
に

一
六・
九
度
に
到
達
し
た
。
地
球
の
歴
史

で
は
一
瞬
と
い
う
八
〇
年
間
で
異
常
事
態

が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
実
を

背
景
に
し
た
警
告
が
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総

長
の
言
葉
で
あ
る
。

　
長
期
の
気
候
の
変
化
に
つ
い
て
は
国
際

連
合
の
組
織
で
あ
る
「
気
候
変
動
に
つ
い

て
の
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
が
予

測
を
発
表
し
て
い
る
。
前
提
に
よ
っ
て
結

果
は
多
少
相
違
す
る
が
、
二
〇
一
五
年
頃

を
基
準
に
、
世
界
全
体
が
特
別
の
対
策
を

し
な
け
れ
ば
二
一
〇
〇
年
に
は
四
度
上

昇
、
二
〇
五
〇
年
頃
ま
で
に
排
出
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
量
を
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
で
処

理
し
て
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が
可
能
と

し
て
も
、
二
一
〇
〇
年
に
は
現
在
よ
り
も

在
ま
で
に
日
本
近
海
の
水
温
が
平
均
し
て

一・
五
度
上
昇
し
た
結
果
、
魚
種
の
変
化

が
発
生
し
て
い
る
。
東
北
地
方
の
太
平
洋

側
は
寒
流
に
生
息
す
る
タ
ラ
や
サ
ケ
の
世

界
有
数
の
産
地
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は

暖
流
に
生
息
す
る
サ
バ
の
漁
獲
が
激
増
し

て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
過
去
一
〇
年

で
北
海
道
根
室
沖
の
サ
ン
マ
の
漁
獲
は

八
〇
％
減
少
、
長
崎
県
沖
の
サ
ワ
ラ
も

五
〇
％
に
減
少
と
い
う
激
変
も
発
生
し
て

い
る
。

　
一
方
、
豊
漁
に
変
化
し
て
い
る
魚
種
も

あ
る
。
過
去
一
〇
年
で
福
島
県
沖
の
イ
セ

エ
ビ
の
漁
獲
は
三
倍
、
ト
ラ
フ
グ
は
一
五

倍
、
岩
手
県
沖
の
シ
イ
ラ
は
一
〇
倍
、
宮

城
県
沖
の
タ
チ
ウ
オ
は
五
〇
〇
倍
、
北
海

道
沖
の
ブ
リ
は
六
倍
に
急
増
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
本
近
海
で
漁
獲
さ
れ
る
五
〇

種
類
の
魚
種
の
分
布
の
重
心
が
最
近
の
三

年
で
移
動
し
た
距
離
を
計
算
し
た
研
究
に

よ
る
と
、
半
分
以
上
の
魚
種
が
数
百
キ
ロ

と
い
う
単
位
で
北
上
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
て
い
る
。
原
因
は
海
水
の
温
度
上
昇

で
あ
る
。

め
、
販
売
収
入
も
減
少
し
な
い
一
石
二
鳥

で
あ
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に
よ
っ
て
対
応
す
る

事
例
も
登
場
し
て
い
る
。
山
梨
県
内
で
原

料
の
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
い
る
ワ
イ
ン

メ
ー
カ
ー
は
、
従
来
よ
り
高
温
で
も
ワ
イ

ン
に
適
し
た
ブ
ド
ウ
の
品
種
を
栽
培
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
収
穫
の
時
期
が
四
〇
日

近
く
遅
く
な
る
栽
培
方
法
を
工
夫
し
、
糖

度
が
増
加
す
る
晩
秋
に
収
穫
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
長
野
県
内
で
ワ
イ
ン
に
す

る
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー

は
、
従
来
よ
り
も
標
高
の
高
い
冷
涼
な
地

域
に
栽
培
場
所
を
移
動
さ
せ
て
い
る
。

　
一
九
七
〇
年
代
に
大
気
温
度
が
上
昇
し

な
い
時
期
が
あ
り
、
二
酸
化
炭
素
原
因
説

は
間
違
い
で
あ
る
と
い
う
学
説
が
流
布
し

た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
冒
頭
で
説
明

し
た
よ
う
に
、
現
在
で
は
懐
疑
意
見
は
消

滅
し
て
地
球
沸
騰
は
確
実
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
減

少
さ
せ
る
努
力
は
重
要
で
あ
る
が
、
高
温

に
な
る
社
会
に
対
応
し
た
原
料
の
生
産
や

商
品
の
開
発
を
め
ざ
す
こ
と
に
よ
り
、
沸

騰
す
る
地
球
で
社
会
が
維
持
で
き
る
ビ
ジ

ネ
ス
を
構
想
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

地
球
沸
騰
に

対
抗
す
る
工
夫

　
こ
こ
ま
で
地
球
沸
騰
の
生
物
へ
の
影
響

を
紹
介
し
て
き
た
が
、
ど
の
よ
う
に
農
業

や
漁
業
が
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
を

紹
介
し
た
い
。
野
菜
や
果
物
や
穀
類
な
ど

に
つ
い
て
は
、
変
化
し
た
気
候
に
適
合
し

た
作
物
を
栽
培
す
る
よ
う
に
変
更
す
る
こ

と
が
第
一
の
方
法
で
あ
る
。
実
際
、
こ
こ

数
年
、
青
森
で
は
リ
ン
ゴ
を
モ
モ
に
転
換

す
る
農
家
が
登
場
し
て
い
る
し
、
ミ
カ
ン

の
産
地
で
あ
る
愛
媛
や
和
歌
山
で
は
ア
ボ

ガ
ド
な
ど
温
暖
な
気
候
に
適
応
す
る
果
実

に
変
更
す
る
農
家
も
増
加
し
て
い
る
。

　
第
二
の
手
段
は
温
暖
の
方
向
に
変
化
し

て
い
く
気
候
に
対
応
で
き
る
高
温
耐
性
品

種
を
開
発
し
て
栽
培
す
る
こ
と
で
あ
る
。

コ
メ
に
つ
い
て
は
新
潟
で
従
来
の
「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」
か
ら
高
温
耐
性
品
種
の
「
新
之

助
」
に
変
更
す
る
農
家
が
増
加
し
て
お

り
、
同
様
に
秋
田
で
は
「
あ
き
た
こ
ま

ち
」
か
ら
「
サ
キ
ホ
コ
レ
」
へ
、
山
形
で

は
「
は
え
ぬ
き
」
か
ら
「
雪
若
丸
」
へ
の

転
換
が
進
展
し
て
い
る
。
し
か
も
品
質
の

等
級
が
低
下
す
る
こ
と
が
な
い
品
種
の
た
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ラ
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ッ
ク
ス
、
人
工
知

能
、
仮
想
現
実
、メ
デ
ィ

ア
政
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等
を
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す
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と
と
も
に
、
全
国
各
地

で
私
塾
を
主
宰
し
、
地

域
の
有
志
と
共
に
環
境
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や
地
域
計
画
に

取
り
組
む
。
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